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２０回もの暑さ、寒さの厳しい季節をのり越えられたんですね。 
それ以上に、日本軍性奴隷制問題に対する日本社会内の無関心と政治的な困難にもかか

わらず、諦めることなく、ついに勝利されましたね。 
 
人権平和運動家として人生を生き抜いた金福童ハルモニはおっしゃいました。 
「諦めないことが勝つことだ」と。 
 
正義が実現するその日まで、日本軍「慰安婦」被害者たちが願った名誉と人権が回復さ

れるその日まで、私たちは諦めずに闘いを続けていくという決意をあらたに、実践して

いきます。それこそが、犯罪を犯しながら反省すらせず、むしろ被害者へのヘイト発言

と攻撃を継続している者たちが最も恐れていることなのです。 
 
この闘いを私たちの世代で終わらせるのではなく、私たちの次の世代、その次の世代ま

で伝え、記憶し、人権と平和の世界を実現するための実践を止めず、世代間の連帯を続

けていくという私たちの行動は、被害者たちと私たちが夢見た世界を実現することです。 
その道に私も最後までみなさんとともにします。 
 
大阪水曜集会 20年を迎え、今日ともに街頭に立ったみなさん、 
ありがとうございます。 
みなさん、お一人ひとりに平和と幸福が常に宿ることを願い、祈ります。 
すでに私たちのもとを去り、被害者とともに天国で水曜デモを続けておられる方々にも、

平和への祈りを捧げます。 
 


